
取組事例 ＡＩデマンドバスの試験運行等を通じた
町内公共交通の最適化 （日高町）

日高町では、車を持たない学生や高齢者などの日常生活に欠かすことのできない交通手段の維持・確
保に向け、AIデマンドバスの試験運行を実施し、町内公共交通の最適化を図っている。

基準値
（Ｒ２）

実績
（Ｒ６）

目標値
（Ｒ６）

進捗率
（％)

地域公共交通の再編

関連する写真、
イメージ図等

〇主な取組
・自宅前送迎が可能なAIデマンドバス
の導入に係る実証運行

・実証期間において、重複する路線の
休止

・住民説明会及び出前講座を実施し、
利用登録促進

高齢者の外出機会の創出

関連数値目標・ＫＰＩ

有償町営バスの利用状況

取組事例 AIデマンドバスの試験運行・利用促進

関連する写真、
イメージ図等

バス利用者数 8,404人 10,577人 5,000人 211.5%

取組の推進体制

日高町地域公共交通活性化協議会のほか、サツドラホールディ
ングス株式会社、株式会社未来シェア、株式会社駅探等の参画
を得て、官民の連携により取組を効果的に推進。

輸送人数が増加傾向の中で、効率的な輸
送により、走行距離が抑えられている。

〇主な取組
・健康増進に繋がるイベントの実施
・参加者に対し、AIデマンドバス利
用料の割引を実施

〇主な成果
効率的な輸送により、利用者数が増
加しつつも、走行距離を抑えること
に寄与している

〇主な成果
アンケート結果から、実証運行前に
比べ外出回数に増加が見られた
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取組事例 体験観光の充実により人を「集める力」を高める
（鹿部町）

鹿部町では、体験観光の受入体制整備や体験プログラムの磨き上げなどにより観光客の満足度や認
知度の向上を図り、町内の交流人口を増やすことで、地域活性化の好循環創出を目指している。

基準値
（Ｒ元）

実績
（Ｒ６）

目標値
（Ｒ６）

進捗率
（％）

人材育成、体験観光プログラムの磨き上げ

関連する写真、
イメージ図等

〇主な取組
人材育成のため観光セミナー、体

験パートナー事業などを実施
町全域の地域資源を活かした体験

プログラムの開発

イベント等でのPR、各種プロモーション、情報発信

関連数値目標・ＫＰＩ

体験プログラム参加者数

取組事例 体制整備と情報発信の強化

関連する写真、
イメージ図等

観光客
入込数

48.0 57.3 50.0 114.6

道の駅
来場者数

32.3 45.3 34.0 133.2

取組の推進体制

町民ワークショップ、観光関係者ワークショップを開催して幅
広く意見を集め「観光のグランドデザイン」を作成し、集客力
向上を目指す取組を効果的に推進。

新型コロナ５類移行後、体験プログラム参加者数が
増加傾向にある

〇主な取組
鹿部町で例年開催されているイベ

ントや物産展等で鹿部町の特色・魅
力を広く発信しファンの獲得を目指
す。

〇主な成果
体験プログラム参加者数が１８８

人（R元）から６９８人（R6）に大幅
に増加

〇主な成果
観光客入込数が４８．０万人（R

元）から５７．３万人（R6）に大幅
に増加し、鹿部町の特色・魅力を広
く発信できている。
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取組事例 デジタルの活用による行政サービスの向上
（富良野市）

富良野市では、庁内にスマートシティ戦略室を立ち上げて、利便性の向上やＤＸ推進に向けた取組を展
開し、ＩＣＴの恩恵を市民誰もが享受できるデジタル社会の実現を目指している。

基準値
（Ｒ３）

実績
（Ｒ６）

目標値
（Ｒ８）

進捗率
（％）

行政事務のＤＸの取組

〇主な取組
・庁内3,007業務の棚卸しと業務量
調査

・庁舎内の無線LAN
・ペーパーレス会議
・書かない窓口
・電子決済の導入
・ＤＸに向けた職員研修の開催
・ＲＰＡの構築など

数字でみる富良野市のＤＸ

関連数値目標・ＫＰＩ

ペーパーレス化の実績

取組事例 利便性の向上やＤＸの推進

デジタル化により効
率化した行政の業務

数（件）

3 9 5 180％

市民の利便性向上
のためのデジタル化
導入事例数（件）

3 9 5 180％

取組の推進体制
庁内にスマートシティ戦略室を立ち上げ、ＤＸの司令塔とし

て（企画政策部門・情報システム部門・行政改革部門）など、
適切な役割分担の下、取組を効果的に推進。

〇主な取組
・ＡＩオンデマ
ンド交通
・デジタル健康
ポイントなど

〇主な成果
事務に係る業務負担の軽減化が

図られた。

電子決算の導入やタブレット端末での会議などにより、業
務効率化が進む

〇主な成果
市民の利便

性向上、業務
の効率化、
データの蓄
積・分析に基
づく課題把握
ができた。



取組事例 魅力ある教育環境の整備、子育て支援の推進
（中頓別町）

中頓別町では、幼小中連携の外国語教育の充実や、小中校生を対象とした自然体験活動などを展開し
て、子どもの心と身体の成長につながる機会の創出に取り組んでいる。

基準値
（Ｒ４）

実績
（Ｒ６）

目標値
（Ｒ９）

進捗率
（％）

特色ある教育活動の推進

外国語教育の充実

関連数値目標・ＫＰＩ

生涯学習センター利用者の状況

取組事例 教育環境の整備

生涯学習セン
ターの利用者

7,800 11,300 9,800 115.3

英検受検者 15 15 30 50.0

取組の推進体制
商工事業者、観光協会、子育て・教育関係者など住民代表者で構成
する「中頓別町総合戦略推進協議会」を設置し、適切な役割分担の
下、官民の連携により取組を効果的に推進。

環境整備に向けた取組の効果により生涯学習セン
ターの利用者数が増加傾向で順調に推移している

〇主な取組
・幼小中連携の外国語教育の充実
のためALTを2名配置
・中学生夏季海外英語研修の実施
・実用英語技能検定受検者へ受検
料を補助

〇主な成果
英語検定受験希望者数の実績数値にば
らつきはあるが、R5は26人、R6は15人
とおおむね目標値を達成する見込で、
特に中学生で準2級合格者が出てい
る。

7,800 
8,500 

11,300 

5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000

R4 R5 R6

漢検受検者 52 55 70 78.6

放課後子どもプランの学習活動

2024年度ハワイでの英語研修にて

〇主な取組
・生涯学習センター拠点の整備
・中頓別学園（仮称)整備事業

～幼児教育から小・中学生までの一貫し
た教育を行う学校施設の整備事業進行中

幼児期からの英語教育をはじめ、小中校
生も対象とした、町内での「自然体験活
動（アウトドア活動）」を通じて、豊か
な心と体を育むことを目指す



取組事例 移住・定住の促進に向けた環境整備
（訓子府町）

訓子府町では、様々な媒体を通じての情報発信のほか、相談会開催や空き家バンク制度など移住・定
住促進のための環境整備に取り組み、町民誰もが住み続けたいと思えるまちづくりを目指している。

基準値
（R元）

実績
（Ｒ６）

目標値
（Ｒ８）

進捗率
（％） 移住相談会

〇主な取組
・各団体が主催するフェアにブー
スを設け相談会開催（オンライ
ン又はリアル(対面)）
・移住希望者に向け、本町をＰＲ
し、移住者を増やすため実施

定住移住促進事業

関連数値目標・ＫＰＩ

人口社会減の状況

取組事例 各種媒体による情報発信による移住定住促進

人口の社会
減の抑制

66 17 20 117.6

空き家活用
移住・定住
件数

6 6（R6）
21（R2∼5）

30

（期間中
の累計）

90.0

取組の推進体制
役場、産業界、教育機関、金融機関、労働団体、メディア、住
民代表者から構成される「有識者会議」を立ち上げ、取り組み
について、意見聴取を行い推進している

令和８年度目標値を達成し、人口の社会減
が抑制された。

〇主な取組
・町HP等による空き家バンク制度や
空き家活用定住対策補助の広報活動
・固定資産税の通知に空き家バンク
制度等の紹介を同封

〇主な成果
・移住者のニーズと移住先としての
本町の現状把握
・リアル(対面)が主となるが、オン
ラインを活用しての取組を構築

〇主な成果
税の通知と一緒に制度の紹介したこ

とにより、空き家バンクに登録してみ
たいとの相談を受けるようになった。
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取組事例 ふるさと納税制度を活用した関係・交流人口づくり
（白糠町）

白糠町では、ふるさと納税制度の推進によりまちの魅力を発信し、寄附者とのつながりを活かした関係・
交流人口の創出と拡大を図っている。

基準値
（R元）

実績
（Ｒ６）

目標値
（Ｒ６）

進捗率
（％）

関連数値目標・ＫＰＩ

ふるさと納税の寄附件数

ふるさと
納税の件数

470,000
件

1,333,228
件

940,000
件

141.8％

取組の推進体制

パンフレットの更新を行う等、まちの取組・魅力を広く伝えた
ことで寄附額・件数ともに過去最高を記録した。また、寄附者と
のつながりを重視し、メルマガ・各種メディアを活用して取り組
んでいる施策や寄附金の活用実績を伝えることに努めた。
事業者が一堂に会する会議の場を設け、これまでの白糠町ふる

さと納税の振り返りと、今後の展望について共有した。

取組強化によりふるさと納税の寄附件数が増加している

○主な取組
・白糠町ふるさと納税パンフレットを作成し、まち
への理解を深める広報ツールとして活用

・仲介ポータルサイトを増やすことで、返礼品やま
ちの情報へのタッチポイントを拡充

・ふるさと納税イベントに出展し、来場者と直接、
丁寧にコミュニケーションを図る機会を創出

・生産者・事業者と連携した地場産品のブランディ
ング、地域課題の解決に資する返礼品の開発

○主な成果
・寄附件数の増加

○ふるさと納税による寄附金を活用した事業
・道の駅しらぬか恋問移転改築事業
→道の駅の移転改築により交流人口の拡大を図った。
R6年度事業費 2,448,075千円

・ホタテ増養殖事業への支援及び、ヤマトシジミ、ナマコの増養殖事業
→水産資源を安定的に確保し、漁家の経営安定を図るため、増養殖事業
への支援及び調査等を実施した。
R6年度事業費 63,902千円

取組事例 まちの取組、魅力の発信

ふるさと納税の寄附件数増加

関係・交流人口づくり
○主な取組
・寄附者との１対１のつながりを継続的なものとするため、郵送物や
メルマガ、ＳＮＳ等で情報を発信し、まちの魅力や取り組んで
いる施策、寄附金の活用実績を積極的に発信した。

○主な成果
・関係・交流人口の創出・拡大
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